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 研究要旨：潰瘍性大腸炎において大腸癌は重大な合併症の一つであり、その早期発見法と治療方針の

決定は喫緊の課題である。長期罹患潰瘍性大腸炎患者において大腸癌合併は生命予後にも影響する重大

な合併症である。しかしながら、その症例数は一施設では多くなく、多施設における検討が重要である。

本研究では主要な専門施設における潰瘍性大腸炎合併大腸癌手術症例をレトロスペクティブに調査す

ることにより、その臨床病理学的検討を行い、適切な治療方針やサーベイランス方法を明らかにするこ

とを目的に研究を行う。本検討では 10 施設から後方視的に潰瘍性大腸炎合併大腸癌/dysplasia400 症例

以上のデータを集積しており、現在解析中である。 
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A. 研究目的 

 潰瘍性大腸炎患者において大腸癌は生命予

後を規定する重要な合併症であり、潰瘍性大

腸炎合併大腸癌症例の臨床病理学的特徴を解

析することが重要であるが、一施設における

潰瘍性大腸炎合併癌症例数は必ずしも多くな

い。したがって、多施設の症例の蓄積により

潰瘍性大腸炎合併癌症例の特徴を明らかにす

ることにより早期発見方法や治療法を確立す

ることを目的とし、10 施設から後方視的にデ

ータ集積を行い、潰瘍性大腸炎癌合併例の検

討を行った。 

 

B. 研究方法 

(1)  方法 

潰瘍性大腸炎合併大腸癌および dysplasia で

手術または内視鏡を行った症例に関して、多

施設より連結可能匿名化の状態で以下にあげ

る項目に関してデータを収取し、その臨床病

理学的な特徴に関して後方視的に調査を行っ

た。  

(2)調査項目  

性別、手術時年齢、手術時潰瘍性大腸炎罹患

期間、原発性胆管硬化症の有無、大腸癌家族
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歴の有無、リンチ症候群の 有無、手術時の潰

瘍性大腸炎罹患範囲、癌発見動機、手術術式、

異時性癌の有無、病理標本全割の有無、sm以

深 癌の個数、sm以深癌に併発する high grade 

dysplasia の有無、sm 以深癌併発する low 

grade dysplasia の有無、術 前に指摘されて

いなかった sm以深癌の有無、潰瘍性大腸炎

罹患範囲外の癌、狭窄の有無、炎症性ポリー

プ (10 個 以上)の有無、Neoplasia の範囲、

TNM 分類、病理組織型、予後 (生存、再発) 

（倫理面への配慮） 

多施設共同研究に関しては、主任研究施設で

ある東京大学においてまず倫理承認を行っ

た上で、各施設で倫理申請を行った上で承認

を得た。また、個人情報に関しては各施設で

連結可能匿名化を行った上で、個人情報を削

除したデータを東京大学にて統計処理した。 

 

C. 研究結果 

本年度は倫理承認がおり、10施設から潰瘍性

大腸炎合併大腸癌またはdysplasia計400症例

以上のデータが集積され、解析を行っている。 

 

D. 考察 

 今後のサーベイランス方法や手術方法を決

定する上で重要な結果が得られることが期待

される。 

 

E. 結論 

 多施設レトロスペクティブ研究により潰瘍

性大腸炎合併大腸癌の特徴がより明らかにな

ることが期待される。今後、解析の上論文化

の予定である。 

 

F. 健康危険情報 

 なし 
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なし 

２．実用新案登録 
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